


2020年3月期 ２Q業績概要

2019年3月期
2Q実績

2020年3月期
2Q実績

2020年3月期
業績予想

増減率
（対同四半期）

2019年3月期
実績（参考）

売上高 321 198 650 △38.3% 376

営業利益 206 3 213 △98.5% 123

経常利益 203 △2 213 - 103

親会社株主に
帰属する

当期純利益
196 △2 213 - 103
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（単位：百万円）

日本市場の立ち上がりと戦略領域の絞り込みにより新規及び継続ともに案件大型化かつ長期化によ
り年度末に収益化。
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社会実装例：HMD/CAMERA開発
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Kudanは、アルゴリズムや各種センサー、ハードウェアとの最適化において事実上、
唯一の選択肢となっており、メーカー製品のオリジナル開発への技術引き合いが多数。

ソフトウェア
ケイパビリティー

ハードウェア
選択の自由度

互換性/汎用性

マップ保存
機能
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ソフトウェア 既存パッケージプロダクト

• マップ保存
機能なし

• Visual 
odometry
のため不
可

• Visual 
odometry
のため不
可

• Visual 
odometry
のため不
可

自社ハードウェアに最適化されている。

• マップ保
存機能な
し

• マップ保
存機能な
し

• デプスセンサーと統合ができ
ない, 様々なカメラに対応し
ていない, プロセッサーに最
適化する機能がない

様々なカメラに対応できない, プロセッサー変更ができない。



事業開発の状況
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●市場の追風＝時流のトレンド・国策

2020年東京オリンピック開催をビジネスチャンスと捉え、企業の製品化への動きはかなり
アクティブとなっている。当社のマーケットでもAutomotive/5Gを中心により一層の機能
増強、製品開発の動きが追い風となる予測

●市場状況

①潜在的な市場の顕在化（戦略領域として設定）
AGVなどの低速モビリティー・５G・AR市場の立ちあがりが顕著

②PoC/R&Dの製品化の動きが加速
顧客のフェーズが研究開発、製品開発と市場投入への移行がはじまる



事業開発の状況

©Kudan. All Rights Reserved. 10

●Kudanの事業/営業戦略

①戦略領域の策定及びリソースの集中投下

②事業会社の設立・買収の検討

③商品・販売チャネルへのレバレッジのための提携強化
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ご留意事項

◼本資料は、当社の事業および業界動向に加えて、

当社による現在の予定、推定、見込みまたは予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

◼ これらの将来の展望に関する表明は、様々なリスクや不確実性がつきまとっています。

◼すでに知られたもしくは知られていないリスク、不確実性、その他の要因が、

将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。

◼当社は、将来の展望に対する表明、予想が正しいと約束することはできず、

結果は将来の展望と著しく異なることもありえます。

◼本資料における将来の展望に関する表明は、2019年11月8日現在において、

利用可能な情報に基づいて、当社によりなされたものであり、

将来の出来事や状況を反映して、将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではございません。


